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ふじいでら
葛井寺

所在地：八尾市南本町 6-6-72
最寄駅：JR 大和路線「八尾」駅から東へ約 15 分（約
　　　　1.1km）
見学：境内は自由
TEL：072-922-1465

　矢作神社は、式内社（延喜式神名帳に
記載されている神社）で経津主命（ふつ
ぬしのかみ）・住吉三神・品陀別気命など
をまつるが、この地一帯は物部氏一族の
矢作連の屋敷跡と言われており、その祖
神である「経津主命」をまつったものであ
る。貞観16年（874）には従五位下に叙せ
られ、長久年間には品陀別気命をまつり、
江戸時代には石清水八幡宮の掃除奉仕を
していたので「別宮八幡」とも呼ばれる。
境内には慶長14年（1609）銘の経碑があ
る。元禄16年（1703）拝殿を新築し、明
治以後「矢作神社」と改称している。社殿
は本殿流造で拝殿と共に、昭和63年10月
に鉄筋コンクリート造で造りかえられてい
る。他には幣殿・手水舎・社務所があり、
境内社は「白山神社・八坂神社・稲荷社・
琴平社」がある。八尾市の街中の平地に

鎮座し、旧の街道筋から拝殿までは小石
敷きの参道がのびており、その向こうに信
貴・生駒の山並みがみえている。境内に
は、銀杏の古木があり樹齢600年と言わ
れ、八尾市の保存樹木に指定されており、
八尾市立文化会館（プリズムホール）大
ホールの緞帳の図柄にも採用されている。
また、この銀杏の大樹の蟠根（ばんこん・
まがりくねった根）は、数坪におよび、所々
に乳房状の垂下物があり昔から「この部分
の薄皮を剥ぎ煎じて用いると乳房の病を
治療し、乳汁を豊かにすることで不思議な
り」と言い伝えられている。今回の矢作神
社の写真撮影の時にも、小さい子どもさん
を連れたお母さんが遊んでいたように、銀
杏やクスの大樹、開けた参道などが、八尾
市の「いこい」と「みどり」の空間として大
きな貢献をしている。　　  （新田俊明）

所在地：藤井寺市藤井寺 1-16-21
最寄駅：近鉄南大阪線藤井寺駅南東へ徒歩 3 分
拝観料：無料　毎月 18 日御開扉日は 300 円
拝観時間：8：00 〜 17：00
TEL：0729-38-0005

　飛鳥時代から奈良時代にかけて、全国各地
で有力な氏族が仏教興隆のため競って氏寺を
造ったが、葛井寺もその一つで、百済系王仁（わ
に）氏から分立した葛井連広成が725年（白鳳
時代）に創建したと伝えられる。「河内名所図会」
によると創建当初は東西に塔をもつ薬師寺式
の伽藍配置をとっていた。地名の藤井寺は、
1096年に大和在住の藤井安基が葛井寺の伽
藍の大修理に尽力したことから生まれたという。
　平安時代以降は西国三十三所観音巡礼の第
五番札所として庶民の信仰をあつめ、南北朝時
代には後醍醐天皇や楠木正成らに寄進を受け
た大寺院であり奈良・興福寺の末寺として栄え
た。その後1493年の兵火や1510年の大地震な
どで荒廃したが、その都度復興を遂げてきた。
　江戸時代初期に豊臣秀頼が南大門として造
営した朱塗りの四脚門（国重文）は、葛井寺に現
存する最古のもので、桃山時代の様式をよく伝

えている。他に主な建造物として、江戸時代中
期に再建された重層南大門（国重文）、入母屋
造りの本堂、二十五菩薩堂、鐘楼などがある。
　本尊は「観音さん」と親しまれている十一面
千手千眼観自在菩薩坐像（国宝）で、千の眼を
もって人々を導き、千の手で人々を救うとされ
ている。実際に千の手を持つ千手観音は極め
て少なく、また内部が空洞の脱活乾漆像で現存
するのは奈良の唐招提寺とここ葛井寺だけで
ある。この観音様は、胸の前で合掌する2本の
大きな手、仏具を持つ40本の中型の手、さらに
1001本の小さな手（脇手）と合計1043本の手
を持ち、その全ての掌に眼が彫られている。毎
月18日には拝観することができる。
　現在でも西国巡礼第五番札所として健在で、
毎年8月9日の「千日まいり」では46000日の功
徳を求めて参拝者が全国から集まり、夜遅くま
で賑わう。　　　　　　　　　　（鶴田晴子）
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